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液中非接触原子間力顕微鏡による結晶表面での吸着分子観察
Observation of admolecule on the crystal surface in liquid by non-contact atomic force
microscopy
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近年液中での非接触原子間力顕微鏡観察が盛んに行われている。我々はそれを用いてタンパク質結晶である正方晶リ
ゾチーム (110)面の溶液中観察を行った。非常に弱い相互作用力で高分解能像が得られるという特徴を活かし、分子分解
能像や吸着分子等の観察を行うことに成功した。
原子間力顕微鏡 (AFM) による高分解能観察において最も重要なのは、如何にして弱い相互作用力で表面の情報を得る

か、ということにある。これまで固液界面観察で主流であった接触方式（コンタクト）や振幅変調方式（タッピング）で
は nNオーダーの強い相互作用力によって画像化していたが、近年開発が進められている周波数変調方式による非接触原
子間力顕微鏡 (NC-AFM)[1] では pNオーダーと弱い相互作用力により表面観察が可能である。この利点として、例えば
原子１個や分子１個との間に働く弱い相互作用力によって画像化が可能であることがあげられ、高分解能観察や表面に
弱い力で吸着している吸着分子観察への応用が期待できる。本発表ではタンパク質結晶である正方晶リゾチーム (110)面
の分子分解能観察 [2] や吸着分子観察を例にとって非接触原子間力顕微鏡の利点を紹介する。
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